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チモシーにおける模擬放牧条件下の生育と早晩性
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Characteristics in Timothy CPhleum tratense L.) 

Masataka TORIKOS日*， Hideo Sl由!10KOU]l*， Akira Yos日ZAWAへ
Hiroyuki T AMAKず andHiroki FuJII** 

Summary 

Around 2，200 plants frorn 38 cultivars/strains of 

timothy(Phleum tratense L.) were investigated in 

their characteristics under two di宜'erentconditions 

i.e. sham grazing (cutting as frequently as eight 

times per year) and usual (cutting only twice per 

year) one. 

It showed that plants which grew vigorously 

under grazing condition tended to 凶 latein heading 

date and low in heading stem percentage. The 

latter tendency rnentions that strains/cultivars for 

grazing use might have inferior seed production. 
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緒言

北海道東部の土壌凍結地帯の放牧では、越冬条件が厳

しいため、オーチヤードグラスに比較し放牧適性に劣る

が越冬性に優れるチモシーを主に利用している。チモシー

の放牧用品種としては放牧専用の「ハイデミー」と放牧・

採草兼用の「ホクシュウ」があるが、いずれも再生力や

競合力の不十分さ、季節生産性の不均衡などの欠点を有

しており改良すべき点が多いり4)。これらの点を改良し

た放牧専用品種を育成する目的で、前報1)2)では個体植

による多回刈り条件(模擬放牧条件下)での生育の良否

の個体変異を検討した。その結果、生育の良否において

品種聞及び個体聞の差異が明らかで、生育が良好な放牧

用品種の育成の可能性が示唆された。一方、育種におい

て重要な形質である出穂始ならびに出稿割合との関係に

ついては未検討である。

そこで本報告では、出穂始及び出穂割合を年2回刈条

件で調査し、模擬放牧条件下での個体および品種・系統

の生育の良否および節閑伸長茎割合との関係について検

討した。

材料及び方法

前報1)2)と同じ材料について、 1993年に1番草の出稿

始、出穂茎割合を調査した。 1993年の耕種方法は、刈取

りが7月19日、 9月30日の2回、年間施肥量がN-P20S

-K20=1.0-1.1-1.0kg/ aである。調査形質の出穂

始は6月の日、出穂割合は1:極少---9:極多で示した。

一方、模擬放牧条件下での生育を示す草勢、節間伸長茎

割合は1992年の移植後3年目で年間7回の多国刈りの値

を用いた。調査個体数は、 1993年の越冬前までに生存し

ていた38品種系統2344個体である。模擬放牧条件下の個

体の生育の良否は、各番草の個体の草勢の値を用い、相

関行列による主成分分析から求めた各個体のスコアーで

表した。各品種系統の生育の良否は、各個体のスコアー

の平均値である。

結果

1.生育の良否と早晩性の関係
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第1主成分スコアーの平均値と標準偏差値によって、

各個体を生育が良、やや良、やや不良及び不良の4つに

区分した(図 1)。各区分の出穂始と出穂割合の平均値

及び標準偏差値を表2に示した。生育が良いものほど出

穂始が遅い傾向がみられるとともに、出穂割合が低下す

る傾向がみられた。

「クソプウJrノサップJrホクセソJrホクシュウ」

表2.生育の良否の出穂始および出穂割合

生育の良否 | 出穂始 出穂割合

良 32:t3 7.7 :t 2.7 

やや良 30:t3 8.4:t1.8 

やや不良 28土3 8.8:t1.0 

不良

表 1.草勢による主成分分析結果

主成分係数

第1主成分 第2主成分

1 番草 0.340 -0.633 

2 番草 I 0.385 -0.531 

3 番草 0.399 0.000 

4 番草 0.366 0.380 

5 番草 0.411 0.316 

6 番草 0.416 0.228 

7 番草 0.381 0.146 

固有値 4.140 0.980 

寄与率(%) I 59.2 13.9 

累積寄与率(%) I 59.2 73.1 

注)個体の相関行列から求めた

個体の各番草の草勢による主成分分析結果を表1に示

した。第2主成分までで全体の変動の70%以上が説明さ

れた。第1主成分は、各番草の草勢の主成分係数がほぼ

同じ大きさの正の値であることから、年聞を通しての生

育の良否を表しており、高い値ほど全般的に生育が良好

な傾向にあることを示していた。第2主成分は、 1・2

番草が高い値を示しており、主に春季の生育の良否を表

していた。

年間を通しての生育の良否を示している第1主成分ス

コアーをもちいて早晩性との関係を検討した。個体の出

穂始と第1主成分スコアーの関係を図1に示した。両形

質問の関係はそれほど密接ではないが、出穂始が遅い個

体ほど生育が良好な個体が多い傾向にあった。

8.9土0.7

注)出穂始は 6 月の目。出穂程度は 1:極少~9:極多。
士は標準偏差。

28:t 3 

表3.各早晩生群の生育の良否の個体頻度
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図2 生育の良否と節問伸長茎割合の関係

注)節間伸長茎割合は 1:極少........9:極多で、
平成2年調査

の出穂始の値(表4)から、極早生、早生、中生及び晩

生の4群に各個体を分類し、各群における生育が良・や

や良・やや不良・不良の個体の顔度を表3に示した。生

育が良好な個体割合は、極早生群では8%、早生群は13

%、中生群は17%、晩生群は29%で、熟期が遅くなるほ

ど高い割合となった。

供試した品種系統における出穂始と生育の良否の個体

頻度を表4に示した。生育良の個体割合が高い品種が出

穂始が遅い傾向にあったが、 iAddaJ iセγポク」のよ

うに出穂始は早いが生育良の個体が多いものや、 iMirageJ

iMeloraJのように出穂始は遅いが生育良の個体が少な

いものもみられた。

2.節間伸長茎割合と生育の良否及び早晩性の関係

品種系統名

表4.品種・系統における出穂始と生育の良否の個体頻度

出穂始 標準 出穂の 主成分

6月の日 偏差 個体数 個体数

生育の良否個体頻度(%)

良 やや良やや不良 不良
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合 q
極早生早生中生晩生
ー圃・ーー ...・..・ ・・・・・・骨川目・・ ・・0・・

6番草 7番草

図3 熟期群と節間伸長茎割合の関係

注)節間伸長茎割合は 1:極少'"9 :極多で、
平成2年調査

生育の良否と節間伸長茎割合の関係を図2に示した。

生育が良好な個体は、各番草とも節間伸長茎割合が少な

く、栄養生長が盛んであることを示していた。各熟期群

と節間伸長茎割合の関係を図 3に示した。それぞれの熟

期群で節間伸長茎割合が高くなる時期と回数が異なって

おり、極早生群は3回、早生群は2回、中生と晩生は1

回割合が高くなる時期がみられた。また、極早生、早生

群は中生群、晩生群に比べ年間を通して節間伸長茎割合

の群平均は高く推移した。

考察

出穂始および出穂割合は育種上重要な形質であるとと

もに、遺伝力が高くかっ調査しやすい形質である。系統

および品種を育成する時に交配する個体の出穂始の差は

7日間以内であるのが望ましいといわれている。また、

出穂割合は採種における穂数と関連が深く、採種性の良

否に大きく影響する形質である。したがって、出穂始お

よび出穂割合と放牧適性を表す多回刈による模擬放牧条

件下の生育の良否および節間伸長茎割合との関係を明ら

かにすることは、今後の放牧用品種の育成において重要

な指針を与える。

模擬放牧条件下の生育の良否および節間伸長茎割合と

2回刈条件での出穂始との関係をみると、年間を通して

生育が良好で節間伸長茎割合の低い個体および品種系統

は、出穂始が遅い中生ならびに晩生群に属するものが多

い傾向がみられる。これらのことから、放牧用品種の育

成においては、出穂始が比較的遅い材料が多くなる可能

性がある。

また、前述の生育の良否および節間伸長茎割合と 2回

刈条件における出穂割合との関係をみると、生育が良好

で節閑伸長茎割合が低い個体および品種系統は出穂割合

が低い傾向がみられる。品種育成においては、採種性も

重要な形質であることから、放牧用品種育成においては、

出穂割合を低下させない程度の生育の良否および節間伸

長茎割合の向上の必要性が示唆される。両者の聞には負

の相関関係がみられるが、この負の相関関係の打破が可

能であるかどうかについては今後の重要な検討課題であ

る。
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